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委員会報告（平成２９年度）

感染予防委員会

身体拘束・虐待廃止委員会

褥瘡予防委員会

医療行為委員会

事故防止委員会

毎月１回委員会を開き、痰吸引、胃ろうや経鼻経管栄養などの状況報告をし
事故なく実施されているか確認し、施設長、病院長に報告をしております。

毎月１回開催し、各季節の変わり目、気候の変化に伴い、空調管理、衣服や
寝具の調整など指示を出しております。
平成２９年度は１２月２８日に県のインフルエンザ警報が発令され、面会を
禁止させていただき、入居者の方の発症はなく過ごす事が出来ました。
また、ノロウイルスの発症者もありませんでした。
インフルエンザ、ノロウイルス等の感染予防について荘内研修にて勉強会を
行い共通認識の対応を再度認識しました。
その他１１月にはインフルエンザ予防接種を入居者、職員に実施しています。

感染予防委員とメンバーを同じくし、毎月感染予防委員会の後に開催してい
ます。褥瘡発生予防と早期対応のため、常時褥瘡の発生状況を把握し、対応
について検討、寝具や用具の有効活用、直接ケアを提供する職員へ情報共有
しケアの統一を図っております。
また発症者については、入居者の状態状況に応じてポジショニング等を使用
し、定期的に適切に使用されているかの確認、治癒状況の確認、新規発症者
が出ないようハイリスク者に対する予防的取り組みを行っております。

毎月１回開催し、不適切な言動及び拘束や抑制、虐待がなされていないか報
告、検討し合い防止に努めております。年１回は虐待チェックリストで自分
の言動のチェックを行ったり、研修や人事考課で具体的事例を挙げて考えて
もらう等の努力をしております。

身体拘束・虐待防止と同じ委員で毎月１回行い、ヒヤリハット報告・事故報告
書の内容の確認、要因また対策の再検討をしております。同じ利用者による
度々の転倒や、予測できず起こってしまう事故もある中で、日頃から利用者と
関わりを持ちながらヒヤリハットの報告を活用し、事故防止に努めています。
年に２回は施設内研修も行っております。



善意をありがとうございました。

ご寄付・ご寄贈

ご来荘・ご奉仕（ボランティア）

・田坂 寿実家様（北広島町阿坂） ・山県中組仏教婦人会様（北広島町）

・遺族代表 佐々木 唯善様（北広島町）

香源寺仏婦様（1月26日）安養寺仏婦様（2月16日）仏教婦人会様（3月16日）吉木ちぎり絵クラブ様
（3月16日）

排泄委員会

給食委員会・・・利用者の食事をより良くするため、毎月メニューの見直し
や改善の検討をします。

研修委員会・・・職員の知識や技術向上のための外部研修の周知、参加の斡
旋、施設内研修の企画を行っています。今年度からは施設
内研修の更なる充実を図るため新たな取り組みが出来るよ
う委員会で検討していきます。

リハビリ検討委員会

衛生・人材対策委員会・・・職員の健康を維持、増進、管理するため、衛生
管理を行っています。また、職員のスキルアップ、働きが
いのある職場環境作りを目指します。

苦情解決委員会・今年度から指針を作成し、指針に基づき苦情解決に向
けての対策や、研修委員会と合同で苦情に対する研修
等の実施に取り組んでいくよう考えております。

平成２９年４月に発足し、排泄に関わる物品の管理や選定、多床棟・ユニッ
ト各部署の課題や今後の対応、排泄ケアのビジョンについて話し合いをして
います。今年度は毎月開催予定で、これまでの話し合いを継続しながら、排
泄ケアの研修に参加し、他職員に向けた勉強会を開催して行きます。

・・・毎週木曜日のリハビリ内容を検討（月１回）し、
利用者の皆さんでできること、個別のリハビリを検討実施
しています。



思い出のアルバム

書き初め １月５日

新年互礼会 １月１日



人権の花 ２月２１日

追弔法要 ３月１７日

大寒波によるつらら ２月６日 長さ２m２０㎝

豊平小学校の皆さん

節分 ２月２日



５月 ・ 一泊旅行

６月 ・ おやつの日

７月 ・ 七夕飾り付け
・ ビアガーデン

１月生れ
花木義美さん （８４歳） 谷川正二さん （７１歳） 上森トシコさん （９４歳）
池田輝夫さん （９６歳） 西本キヨコさん（９４歳） 渡里尚子さん （９２歳）
岩竹カナ子さん（７８歳） 竹内筆見さん （８７歳）
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行事

予定

毎月の行事

・誕生会
・喫茶まつり
・法話会
・売 店

ゆりかご荘（多床棟） ゆりかご荘（ユニット）

◆地域別入所者

北広島町 ４８名

安佐北区 ２名

◆平均介護度 3.9

◆平均年齢

全体 ８８.５歳 全体 ９１.５歳

◆平均介護度 3.５

◆平均年齢

西区 １名

北広島町 １９名

◆地域別入所者

平成３０年４月１日現在

ご利用者状況

２月生れ
上野和子さん （８４歳） 勘坂照子さん （７２歳） 下新ミヤコさん （９４歳）
栗林ハルヱさん（９０歳） 米升綠子さん （９０歳） 西村文子さん （８７歳）
山﨑 渉さん （８８歳） 竹野シズ子さん（９１歳） 藤本サヅミさん （９２歳）
向井ハルさん （９８歳）

３月生れ
坂本八重子さん（８４歳） 小田靜子さん （９８歳） 北川ユキヨさん （９２歳）
加藤ミスヨさん（９４歳） 山本美智江さん（９０歳） 神後ミヨコさん （８５歳）
西本道子さん （８９歳） 木村春見さん （９０歳）

1 7

1 2



ケアハウスコーナー
ケアハウスでの色々な出来事・情報をおとどけします。

新年福笑い（１月５日）

節分・豆まき（２月３日）

新年恒例の福笑いをしまし
た。参加したみなさん、で
きあがった顔を見て『なん
じゃこれ。顔になってない
よ』など言われ笑っておら
れました。
今年もみなさんにとって笑
顔の多い良い年になればと
思います。

ケアハウスより

１２月２９日からインフルエンザの感染予防のため、ご家族のみな
さん・入居者のみなさんには、面会の規制やマスク着用などご理
解・ご協力頂きありがとうございました。

３０年度は、職員の異動もなく昨年度と同様に、職員３人で頑張っ
ていきたいと思います。今年度も、ご家族のみなさん、入居者のみ
なさん、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

ケアハウス 職員一同

節分の豆まきをしました。
ケアハウスでは、年女の方
が５名いらっしゃいました。
おめでとうございます。

撮影のあとには、鬼に各居
室をまわって頂きました。
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春
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迎
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ま
す
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そ
れ
と
と
も
に
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
例
年

以
上
に
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が
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過
去
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高
の
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が
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も
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れ
て
い
ま
し

た
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そ
の
よ
う
な
中
、
ゆ
り
か
ご
荘
で
は
、
入
居
者

の
皆
様
が
一
人
も
感
染
す
る
こ
と
な
く
、
過
ご
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
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よ
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と
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り
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の
で
、
お
時
間
が
あ
れ
ば
面
会
に
も
お
い
で
下
さ
い
。

今
後
と
も
、
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り
か
ご
荘
及
び
関
連
事
業
の
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


